
第44 回 大会〕

F　13 中 ・ 高 校 生 の 被 服 教 育 に 関 す る 一 考 察

日 本 大 短 大　　 青 木 千 賀 子

－ ア メ リ カ と の 比 較 に お い て ー

教　　育

目 的　 社 会 構 造 の 進 化 高 度 化, お よ び 国 際 化 の 進 展 に 対 応 し ，家 庭 科 を 男 女 と も 高 等 学

校 ま で 必 修 で 学 ぶ こ と に な っ た が ，こ れ は 生 活 意 識 の 転 換 と 生 活 重 視 の 教 育 の 必 要 性 が 具

現 化 さ れ た も の と 言 え る 。 そ れ ゆ え ， 家 庭 科 の 教 科 内 容 の 見 直 し が 急 務 の 課 題 で あ る が ，

こ こ で は 被 服 領 域 に 関 し て ， 日 米 の 教 育 を 比 較し な が ら 中 ・ 高 校 に お け る 被 服 教 育 の あ り

方 につ い て 検 討 す る こ と を 目 的 と し た.

方 法　 日 本 と ア メ リ カ の 中 ・ 高 家 庭 科 の 教 科 書 お よ び そ の 指 導 書 に 基 づ き ，日 米 の 被 服

教 育 に つ い て 比 較 分 析 し ， 検 討 を 行 っ た.

結 果　 ア メ リ カ の 教 育 は 一 般 に 目 的 志 向 型 で ， 実 利 ・ 能 力 主 義 的 で あ り, 創 造 力 の 養 成

に 力 点 が お か れ た 柔 軟 性 の あ る 教 育 と い わ れ る が ， 被 服 教 育 に お い て も そ れ が 表 れ て い る。

以 下 ， 日 米 の 比 較 を ふ ま え て 今 後 の 被 服 教 育 の 具 体 案 を 列 挙 す る. ① 自 分 を 美 し く 魅 力 的

に 表 現 す る た め の 被 服 の 着こ な し と は ： 被 服 の み に 着 目 せ ず ， 体 型 ， 皮 膚 ， 爪 ，歯. 髪 な

ど に も 気 を 配 り ， 食 事 ， 運 動 ， 睡 眠 が 適 当 に 行 わ れ て は じ め て 達 成 さ'れ る と 説 く 。 ② 自 分

に あ っ た 被 服 を 選 択 購 入 す る に は ： 色 ， デ ザ イ ン ， 素 材 ， 付 属囁 を 総 合 し て 選 び, 消 費 者

と し て の 正 し い 知 識 を も と に ，適 切=5r判 断 が で き る 能 力 を 身 に つ け る こ と が 肝 要 と 説 く 。

③ 購 入 後 ， で き る だけ 新 品 同 様 の 状 態 で 長 く 使 用 す る に は ： 取 り 扱 い ラ ベ ル の 指 示 に 従 い

し みぬ き ， 洗 濯 を 適 切 に ， 合 理 的 に 行 う こ と が 大 切 と 説 く 。R 縫 製 技 術 を 身 に つ け る に は

： ミ シ ン に 慣 れ ， 被 服 パ タ ー ン と 体 型 と の 関 係 に つ い て 理 解 し ， 製 作 を 楽 し む 中 で 習 得 さ

れ る と 説 く 。 こ の よ う に ， 学 習 意 欲 の 促 進 と 総 合 的 視 野 に た っ た 被 服 教 育 が 望 ま れ る 。
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オ ル ニ ア 州 の 高 校 家 庭 科 教 師 の 意 識 か ら み た 米 国 の 高 校 家 庭 科 教 育

育 大　　 ○ 塩 沢 玲 子　 太 田 昌 子　 広 瀬 月 江

目 的　 演 者 ら は さ き に， 米 国 留 学 体 験 者 へ の 意 識 調 査 な ら び に カ リ フ ォ ル ニ ア 州 の 「 モ

デ ル カ リ キ ュ ラ ム 」 の 分 析 に よ り， 米 国 高 校 家 庭 科 教 育 の 特 徴 の 把 握 を 試 み た。(  第34 回

日 本 家 庭 科 教 育 学 会， 第38 回 日 本 家 政 学 会 中 ・ 四 国 支 部 研 究 発 表 会 口 演 ）

今 回 は カ リ フ ォ ル ニ ア 州 の 高 校 家 庭 科 教 師 を 対 象 と し た 意 識 調 査 を 実 施 す る こ と に よ り，

米 国 高 校 家 庭 科 教 育 の 実 態 な ら び に そ の 特 徴 を， さ ら に 明 ら か に し た い と 考 え た。

方 法　 平 成 ３ 年 ８ 月 に， 米 国 カ リ フ ォ ル ニ ア 州 の 高 校 家 庭 科 担 当 教 師2   5 名 を 対 象 と し，

郵 送 法 に よ る 意 識 調 査 を 行 っ た。 調 査 内 容 は， 勤 務 校 の 規 模 と 家 庭 科 担 当 教 師 数， 家 庭 科

教 師 と し て の 経 験 年 数 と 担 当 科 目 名， 授 業 運 営 や 評 価 に お け る 留 意 事 項, 米 国 高 校 家 庭 科

教 育 の 問 題 点 お よ び 改 善 点 な ど で あ る。

結 果　 カ リ フ ォ ル ニ ア 州 の 高 校 家 庭 科 担 当 教 師 は 経 験 豊 富 な 者 が 多 く， 大 規 模 校 に 勤 務

し て い る 者 が 多 い。 高 校 家 庭 科 は 一 般 的 に 教 科 と し て の 評 価 が 低 く， 選 択 履 修 す る 生 徒 数

の 減 少 な ど か ら， 時 間 数 や 予 算 の 削 減 が 行 わ れ る な ど， か な り 厳 し い 状 況 の 申 に あ る。 し

か し， 家 庭 科 教 師 た ち は 「 教 科 に 情 熱 と 誇 り を 持 ち 」， 「 研 修 会 な ど に 積 極 的 に 参 加 す る

こ と に よ り， 授 業 の 充 実 を 図 り 」，　「 家 庭 科 の 重 要 性 を 生 徒 た ち に 認 識 さ せ る 」 な ど の 努

力 を 日 頃 よ り 重 ね て い る よ う で あ る。 ま た， 社 会 に 対 し て も 「 家 庭 科 の 必 修 」， 「 家 庭 科

関 連 の 免 許 状 の 制 定 」 な ど， 家 庭 科 の 価 値 の 認 識 と 地 位 向 上 の た め に 積 極 的 な 活 動 を し て

い る よ う で あ る。 日 米 間 に は 社 会 お よ び 教 育 事 情 の 差 が あ る が， 日 本 の 高 校 家 庭 科 教 師 が，

米 国 の 高 校 家 庭 科 教 師 の 姿 勢 か ら 学 べ る 点 は 多 い と 考 え る。
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